
溶接安全管理審査申請書

美 原 発  第 64丹
2019年 5月 17日

原子力規制委員会  殿
〒530-8270大 阪市北区中之島3丁 目6番 16号

関 西 電 力 株 式 会 社

取締役社長   岩根 茂樹
〒919-1201福 井県三方郡美浜町丹生66号川坂曲Sの 3

右代理人 関西電力株式会社 美浜発電所
所 長    藤井 太士

核原料物質.核燃料物質及び原子炉の規常ほに関する法律第43条の3の 13第 3項の規定により
次のとおり審査を受けたいので申請します。

審査を受けようとする組織の名称及び所在地

(審査を受けようとする組組)
関西電力株式会社 美渓発電所
〒9E9-1201福井県三方郡美浜町丹生66号 ,II坂 山5の 3

(溶接事業者検査の協力事業者 )

株式会社 原子カエンジエアリング
〒650-0001大阪市西区主佐堀 1丁 目3番 7号
神霞爵検査サービス株式会社

〒676-867C兵庫県高砂市荒井町新浜2丁 目3番 1号
一般財団法人 発電設備技術検査協会
〒105-00ヽ 2東京都港区芝大門2丁 目10-12
非破壊検査株式会社

〒550-0014大 阪市西区北堀江1-18-14

溶接事業者検査の実施場所

溶接事業者検査を行う原子炉容器等の概要

審査の実施方法及び実施時期
実用炉規則第40条第 1号及び第41条第 1号に基づく
奮尋組織安全管理審査

審査を受けようとする溶接事業者検査の項目

該当箇所に0印を付けること。

霧糠輩蒜蓬會ヒ     電訣蕪|
浴接構造物     溶接作業中検査

溶接後熱夕邑理

非破壊試験

機械試験

耐圧試験

無 )

無 )

無 )

無 )

無 )

審査を受けようとする期日 2019年 6月  17日 2019年 9月  17日

手数料の額 1,1441100円



溶接事業者検査の組織を説明する書類

1.会社・事業者名 関西電力株式会社 美浜発電所

2.事業所名及び所在地
関西電力株式会社 美浜発電所

福井県三方郡美浜町丹生66号川坂山5の 3

3.事業所の溶接事業者検査体制
(1)執行責任者
(役職・氏名)

所  長  藤井 大士

(2)検査組織 ,役割分控 別紙「溶接事業者検査に関する組織体制 ,職務」参照

(3)業務フロー

(調達を含む溶接事業者検査業務
形態に対する業務フローと関連部門
を明記する。)

別紙「溶接事業者検査業務フロー」参照
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溶接事業者検査業務フロー
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本業務フロー,ま、溶接事業者検査の計画から実施、および記録保存にいたる一連の業務の流れの概略を示す。



溶接事業者検査に係る規程類 (ア)リ スト

記番 号 社内標準名

平成 16規程 ひ

記番 移

原子力発電の安全に係る品 保証競程

支生内標準名

平成 13原総通達   第 3暑 原子力部 F弓 における文書 ,記録管理通連
平成 18経営療通達  第 1号 原 子力部弱すこおける分ヽl部 監査通達

平歳 18原品証通達 第 1号 不通含管理および是‐玉処置通

平成 二8原 発電通達  第 2号 予協処畳通達

平成 18原品証通達  第 2号 グレー ド
｀
分
'サ

通達

平成 18原 晶護通建  第 3号 品質 需標通達

平成 18原 鳥証通達  第 4号 ' 内部 コミュニケーション還達

平成 18原原企通達  第 1号 要興・組織計霞通連

平成 18原原在通達  第 2号 教育・ 訓練通達

形成 18原保修通達 第 1を 操守管理通達

平成 18原発電通達  第 3号 外部 コミュニケーション通達

平成 27調療通達  第 1号 原 子‐力部 F写 にお奪す 管理通達

平成 18原 保修通達  第 3号 監視機器 ▼測定機器管理通達

平成 18原保修通達 第 4号 検査 ,試験通達
平成 13原 晶証通建  第 5号 データ分析通達

平成 25療品証通達  第 1

證番号

安全文化通達

桂ハ標準堪

平成 17原原企要綱  第 と号 教育・訂1練要網

平成 27謗原要綱   第 1号 原子力部目骨における調津管理要組

平成 17原 晶証要綱  第 5号 データ分析要綴

平成 18原 品訥重要綴  第 2号 原子力事業本部催業務委託取扱要組

平成  1原 保修要綱  纂 女丹 原 子カヌ,哲竃所保修業務要細

平成 17原保修要紙指針第 2を 原子力発電所講負工事 ^般仕様書に粥する要綿指針

平成 18美療顔所達  第 1号‐ 美晨発電所  文書・記録管ダ監所達
平成 17英原基所達  第 4号 美浜発電所  品質マネジメン トシステム ,こ係 る内部毯甕所達
平成 ● 1美原基所達  第 装号 美浜発電所  原子力監査受審業務所達

平成 17美原轟所進  第 3号 浜 品質マネジメントシステムィと る不連合管理お
よ び 正 処

平成 15美原技所達  第 と尋・ 浜 轟質マネジメン トシステムに係 る予防処 藍所達

平成 17美原品所越 衛 2号 美浜発電所  轟質マネジメン ト
ー亀遼営断博

システムに係る発電所 レビュ

平成 二0美原 bイェ瞬勲  第 1号 業眸発竃所 溶接事業者検査|こ露する業務所理
平成 15美原披 P~デr斃す 第 1写 美浜発電所  技術業務所則

(毎 2歳 法今・諸手続き学の取扱い)
平成 15美原保所員l 第 2培' 美浜発電所  保修業務所鶏
平成 17美原晶所理 第 2号 美浜発電所  講負会社揮i晶 賀監査業務薪魏

平成 18美標擦所騨1指針第 1号
美浜発 電所  保修業務所 鶏指

'Ⅲ(第 2事  「美チl・発電所保修業務所欝;に基づく運用の結足としての必要な
評魚r事項 知1無 S 監視機器、運定機器および

=ヤ

量器の連舟管建ャェ iア
′レ〉

平成 と9美原保斎則指εl第 芸号・ 美淡発電所  溶接事業者検査奏機書


